
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域で学び、地域に貢献する学びの創造を  三次中 
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○職場体験学習に向けて取り組んでいます！ 
今年度、２年生の職場体験学習を、７月３０日（火）～８月１日（木）の期間で行いま

す。昨年度に続き、職場体験をさらに充実させるため、「地域に根付き、地域に貢献されて

いる職業から学ぶ ～自らの資質・能力をさらに向上させるために～」の視点を大切にした

取組をしています。三次中学校の職場体験学習に向けては、コミュニティ・スクール（Ｃ

Ｓ）の学校運営協議会委員の方とキャリア教育について協議し、多くの事業所を勧めてい

ただいています。それぞれの事業所の皆様には、事前に三次中学校区が掲げる３つの資質・

能力（主体性、コミュニケーション能力、協調性）について説明させていただき、それぞ

れの事業の特徴や強み等から、どの力を意識するのに適し 

た職場なのかということについて提案もいただいています。 

そのおかげで、生徒は単に体験をお願いするだけでなく、 

自らの資質・能力をさらに伸ばすという視点を持って、体 

験先を選ぶことができます。 

６月２０日（木）には、職場体験の事前学習として、マ 

ナー教室を行いました。「どう考える職場体験学習」と題 

し、講師に三次市教育委員会社会教育課の 行政 智 様を 

お招きし、職場体験を行う意義や必要な心構えについて学ぶことができました。地域での

貴重な学びに向けて、しっかりと準備して臨みたいと思います。 
 

○３年間の集大成を自分たちの力で！ 
 ３年生では、１年生の「グッドタウン三次」、２年生の「職場体験」等を通して、地域を

フィールドに学んできた多くのことをもとに、その集大成として「みよしまちガイド」の

学習を進めています。これまでの学びで得たことや、さらに探究したいこと等からテーマ 

          を決め、１１月に行われる「三次ふれあいフェスタ」で、

学習成果を披露します。先日、６月２４日（月）には、１

年生のグッドタウン三次の時からかかわってくださって

いる地域の皆さんと中学校教職員とで、３年生の学びづく

りについて議論する機会を持ちました。地域で学んだこと

を地域に返し、貢献することのできる内容にしていけるよ

う、引き続き取り組んでいきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【問い合わせ・意見送付先】市立三次中学校  TEL 0824-62-2896   FAX 0824-62-2899  

 E-mail miyoshi-j@school.miyoshi.hiroshima.jp 

河内地域の活性化に向けて 自分ができること やりたいこと 

    ～地域貢献の探究学習のスタート！～  河内小 

みよし学園のコミュニティ・スクールが始まって３年目を迎え

ました。本年度はコミュニティ・スクールの活動をさらに充実さ

せるべく、「生活科」や「総合的な学習の時間」の新たな学習や取

組として、「河内の地域課題」について学習しています。その課題

解決に向けて、「自分たちは何ができるのか」、「何がやりたいのか」

を考え、地域に貢献できる学習や活動に取り組んでいきます。6月

１７日（月）には、学校運営協議会の委員である河内まちづくり

連合会長の堂前昭己さんと、同じく学校運営協議会委員の田上明

子さんに来ていただき、３年生～６年生が河内地域に対する思い

をいろいろと聞かせていただきました。 

これから子ども達は河内地域の一員として、河内地域のために

「自分が取り組みたいこと」について考え、テーマを決めて学習

を進めていきます。どんなテーマを子ども達が考えるのか、楽し

みにしておいてください。そして、課題解決のために保護者・地

域の皆様の力もお借りすることとなると思います。保護者・地域

の皆様との「河内地域活性化プロジェクト」のスタートです！！ 

よろしくお願いいたします。 

 

あいさつができる三次っ子！ 

  三次小・三次中合同あいさつ運動   三次小

  「三次の子どもは、よくあいさつをする。」私が三次小学校に赴任して初めに感じたことで

す。「おはようございます！」と気持ちの良いあいさつをして、立ち止まって・礼をする姿に

驚かされました。三次小学校では、毎朝、児童会を中心にあいさつ運動を行っています。地域

の皆様も参加してくださっています。学校はもちろんですが、各家庭や地域の方の継続した

取組があるからこそ、と感じました。はじめは、はずかしかったり、なかなか声のでなかった

りした１年生も大きな声がでるようになってきました。「自ら進んで、誰にでも気持ちの良い

あいさつ」ができる三次っ子がさらに広がることを願っています。 

７月９日（火）には、みよし学園コミュニティ・スクールの取組として三次中学校生徒会の

みなさんと三次小学校児童会執行部の児童で一緒にあいさつ運動を行いました。仮校舎の児

童玄関に並び、「おはようございます！」と元気に声をかけてくれ 

ました。登校してくる児童は、中学生も迎えてくれている光景に少し 

驚いた様子でしたが、「おはようございます！」とあいさつを返して 

いました。今後も、家庭・地域・学校がともに気持ちの良い挨拶の 

できる三次っ子を育てていきましょう。 

 


